
重
症
患
者
の
多
い
急
性
期
病
院
で

不
安
を
和
ら
げ
る
空
間
づ
く
り

山
口
大
学
医
学
部
附
属
病
院
は
、
山

口
県
唯
一
の
特
定
機
能
病
院
。
病
床
数

は
７
５
４
床
、
30
の
診
療
科
と
25
の
診

療
施
設
が
あ
り
、
国
立
大
学
病
院
で
最

初
に
認
可
さ
れ
た
高
度
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
を
中
心
に
、
山
口
県
の
高
度
救
急

医
療
を
担
っ
て
い
る
。

２
０
１
４
年
か
ら
病
院
の
再
開
発
整

備
事
業
に
着
手
し
、
19
年
度
に
は
新
病

院（
Ａ
棟
）が
完
成
、
23
年
度
に
は
既

存
病
棟（
Ｂ
棟
）の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が

完
了
し
た
。
現
在
は
外
来
エ
リ
ア（
Ｃ

棟
）が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
中
で
、
26

年
度
に
整
備
を
完
了
す
る
予
定
だ
。

同
院
で
は
再
整
備
に
あ
た
り
、Ａ
棟
、

Ｂ
棟
、
Ｃ
棟
す
べ
て
に「
ホ
ス
ピ
タ

ル
ア
ー
ト
」
を
取
り
入
れ
た
。
再
整

備
に
あ
た
っ
て
掲
げ
た「
Y
o
u
r

H
ea
l
t
h
、
Ou
r
W
i
s
h（
あ
な

た
の
た
め
に
）」の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、「
患

者
さ
ん
を
第
一
に
」と
い
う
、
同
院
の

伝
統
的
な
指
針
を
改
め
て
打
ち
出
し
た

も
の
で
、
患
者
や
家
族
の
不
安
を
少
し

で
も
和
ら
げ
る
空
間
を
つ
く
る
た
め
、

ホ
ス
ピ
タ
ル
ア
ー
ト
を
導
入
し
た
。

21
年
に
は
ホ
ス
ピ
タ
ル
ア
ー
ト
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ（
Ｗ
Ｇ
）を
発
足
。

鶴
田
良
介
・
副
病
院
長
兼
先
進
救
急
医

療
セ
ン
タ
ー
部
長
が
座
長
を
務
め
、
看

護
師
長
、
緩
和
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
の
看
護

師
長
、
臨
床
検
査
技
師
、
総
務
課
や
医

事
課
の
事
務
職
員
、
な
ど
、
多
様
な
職

種
や
部
署
で
構
成
し
て
い
る
。

導
入
に
あ
た
っ
て
、
ア
ー
ト
の
専
門

事
業
者
と
し
て
ア
ー
ト
プ
レ
イ
ス
が
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
る
。
Ｗ
Ｇ
で
は
同
社
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
設
置
場

所
や
ア
ー
ト
の
種
類
を
決
定
し
、
同
社

が
提
案
し
た
候
補
の
中
か
ら
、
作
者
や

作
品
を
決
定
す
る
。

山口大学医学部附属病院は現在、国立大学病院で初となる２回目の病院再開発整備
を行っている。新病院建設や、既存病棟のリニューアルに伴い、コトブキシーティング
株式会社のグループであるアートプレイス株式会社の支援を受けて、院内にホスピタ
ルアートを導入。患者を癒し、職員が誇りに思う、新たなシンボルとなっている。

患者を癒し職員の誇りとなる
ホスピタルアートの導入

国立大学法人 山口大学医学部附属病院
（山口県宇部市）

病院環境の新提案

ホスピタルアートで 創る

原田美佐副病院長（患者サー
ビス担当）兼看護部長

鶴田良介副病院長兼先進救急医
療センター部長（兼ホスピタル
アートワーキンググループ座長）
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鶴
田
副
病
院
長
は「
Ｗ
Ｇ
は
、
多
様

な
角
度
か
ら
の
意
見
を
取
り
入
れ
る
た

め
多
職
種
で
構
成
し
て
い
ま
す
が
、
実

際
に
多
数
決
を
取
る
と
８
割
が
た
意
見

が
一
致
し
て
い
ま
し
た
。
患
者
さ
ん
や

ご
家
族
に
寄
り
添
う
、
優
し
く
温
か
み

の
あ
る
作
品
の
ほ
か
、
自
然
や
命
な
ど

の
テ
ー
マ
を
感
じ
ら
れ
る
も
の
も
多
い

で
す
。
私
は
経
営
に
も
携
わ
っ
て
い
ま

す
の
で
、
導
入
後
に
手
入
れ
が
大
変

だ
っ
た
り
、
維
持
費
が
か
か
る
も
の
は

避
け
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

30
年
使
う
病
院
な
の
で
、
流
行
り
廃
り

が
な
く
飽
き
な
い
と
い
う
点
も
意
識
し

ま
し
た
」と
話
す
。

職
員
も
癒
さ
れ
、
誇
れ
る

新
た
な
病
院
の
シ
ン
ボ
ル
に

Ａ
棟
は
同
大
学
教
育
学
部
出
身
の
渡

邉
良
重
氏
の
作
品
全
50
点
で
彩
ら
れ
て

い
る
。
な
か
で
も
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー

ル
の
巨
大
モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
は
、
山
口

県
出
身
の
詩
人
、
ま
ど
・
み
ち
お
氏
の

作
品
を
モ
チ
ー
フ
と
し
、
新
病
院
の
顔

と
な
っ
て
い
る
。
小
児
病
棟
で
は
、
部

屋
番
号
を
イ
ラ
ス
ト
で
表
示
し
た
り
、

ウ
ォ
ー
ル
ア
ー
ト
を
設
置
す
る
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
が
楽
し
い
気
持
ち
に
な
れ

る
よ
う
な
空
間
を
演
出
し
て
い
る
。

Ｂ
棟
、
Ｃ
棟
に
は
、
17
人
の
作
家
の

作
品
を
展
示
。
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
も
取

り
入
れ
、
３
６
５
日
の
変
化
を
楽
し
め

る
よ
う
な
も
の
も
あ
る
。

導
入
の
効
果
と
し
て
、
原
田
美
佐
副

病
院
長（
患
者
サ
ー
ビ
ス
担
当
）兼
看

護
部
長
は「
以
前
は
無
機
質
な
白
い
壁

ば
か
り
だ
っ
た
院
内
に
、
統
一
感
の
あ

る
ア
ー
ト
作
品
が
あ
る
こ
と
で
、
気
持

ち
が
和
む
の
を
感
じ
ま
す
。
不
安
を
抱

え
て
い
る
患
者
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
職

員
も
高
い
緊
張
感
の
中
で
働
い
て
い
ま

す
の
で
、
暖
か
い
色
や
自
然
を
感
じ
ら

れ
る
作
品
が
目
に
入
る
の
が
と
て
も
良

い
と
好
評
で
す
。
実
際
、
現
場
か
ら
は

『
検
査
室
な
ど
に
お
連
れ
す
る
と
き
、

患
者
さ
ん
の
心
が
ほ
ぐ
れ
る
の
が
分
か

る
』と
い
う
声
が
出
て
い
ま
す
。
実
習

に
来
た
看
護
学
生
も
ア
ー
ト
に
癒
さ
れ

て
い
た
よ
う
で
、
こ
う
し
た
体
験
が
自

分
が
働
く
場
所
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
と

結
び
つ
き
、
こ
ん
な
空
間
で
働
き
た
い

と
思
う
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
期
待
し

て
い
ま
す
。
す
っ
か
り
当
院
の
顔
と

な
っ
て
お
り
、
看
護
部
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
表
紙
に
も
採
用
し
ま
し
た
」と
話
す
。

鶴
田
副
病
院
長
は「
ホ
ス
ピ
タ
ル

ア
ー
ト
の
導
入
を
決
め
た
杉
野
法
広
前

院
長
は『
職
員
が
誇
ら
し
い
と
思
え
る

も
の
を
つ
く
り
た
い
』と
、
コ
ス
ト
を

か
け
て
も
良
質
な
も
の
を
め
ざ
そ
う
と

呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
実
現

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

以
前
も
寄
贈
さ
れ

た
絵
画
な
ど
は
あ

り
ま
し
た
が
、
ホ

ス
ピ
タ
ル
ア
ー
ト

は
統
一
感
を
も
っ

て
空
間
を
作
り
上

げ
る
点
で
、
受
け

る
印
象
が
全
く
異

な
り
ま
す
。
26
年

度
に
は
再
整
備
事
業
が
完
了
し
、
ハ
ー

ド
面
が
完
成
し
ま
す
。『
人
に
や
さ
し

い
病
院
』の
実
現
の
た
め
に
は
ソ
フ
ト

面
の
取
り
組
み
も
重
要
な
の
で
、
イ
ベ

ン
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
交
流
会
な

ど
を
活
性
化
さ
せ
て
、
患
者
満
足
度
と

職
員
満
足
度
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
」と
語
る
。

所在地：東京都千代田区神田小川町
3-16-1-6F
URL：https://www.artplace.co.jp/

アートプレイス株式会社

所在地：山口県宇部市南小串1-1-1
TEL：0836-22-2111
病床数：754床

国立大学法人
山口大学医学部附属病院

ホスピタルアートで 創る 病院環境の新提案

● �統一感がありながら、エリアごとに
テイストが違い楽しめる

●�入院患者さんが夜間にアートの近くに
たたずんでいる姿を見て、人がいな
い夜間や休日に患者さんに寄り添う
ものができたと感じた

●�手術室前や、手術部の休憩室付近に
アートがあり、職員の気持ちが和らぐ

ホスピタルアートについての職員の声

山口県の花「夏みかんの花」をモチーフに明るい空間
を創出（アーティスト：木下友梨香氏）

365日内容が変わるデジタルアート（アーティスト：
石井栄一氏）
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